
5

予
算
の
一
％
を
超
え
る
二
十
数
億
円

と
な
る
②
伝
統
芸
能
に
つ
い
て
は
、

担
い
手
の
自
主
的
な
活
動
を
支
援
す

る
立
場
で
連
携
を
図
り
、
演
劇
そ
の

他
の
分
野
で
は
、
市
民
の
自
由
な
文

化
活
動
を
支
え
、
文
化
的
息
吹
で
地

域
や
産
業
が
活
性
化
す
る
政
策
の
推

進
を
考
え
て
い
る
。�

���

　
問
　
国
内
で
の
狂
牛
病
発
見
以
来
、

牛
肉
消
費
の
落
ち
込
み
が
激
し
い
が

①
本
市
で
の
風
評
被
害
の
状
況
は
②

関
係
業
者
等
へ
の
救
済
策
は
。�

　
答
　
①
売
り
上
げ
が
前
年
比
二
〇

〜
三
〇
％
減
少
し
て
い
る
が
、
本
市

は
全
国
に
先
駆
け
Ｄ
Ｎ
Ａ
検
査
に
よ

る
流
通
時
の
安
全
確
認
を
行
っ
て
お

り
、
売
り
上
げ
は
回
復
す
る
と
考
え

て
い
る
②
生
産
者
へ
の
大
家
畜
経
営

維
持
資
金
等
の
活
用
、
関
連
業
者
へ

の
市
融
資
制
度
の
利
用
相
談
、
別
枠

融
資
適
用
へ
の
迅
速
な
認
定
や
経
営�

・
融
資
相
談
会
等
を
行
っ
て
い
る
。�

�������

　
問
　
市
民
と
行
政
と
の
真
の
パ
ー

ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
構
築
に
向
け
、
政
策

決
定
過
程
へ
の
市
民
誰
も
が
参
画
で

き
る
仕
組
み
づ
く
り
を
。�

　
答
　
政
策
決
定
に
は
、
市
民
が
参

加
し
た
実
績
が
重
要
だ
。
男
女
共
同

参
画
の
条
例
づ
く
り
で
、
非
常
に
高

い
レ
ベ
ル
の
市
民
参
画
が
行
わ
れ
た

こ
と
を
高
く
評
価
し
、
今
後
も
拡
大

し
た
い
。
ま
た
、
公
平
性
の
観
点
か

ら
、
電
子
町
内
会
の
拡
大
が
重
要
な

民
主
主
義
の
ツ
ー
ル
に
な
る
と
考
え

て
お
り
、
今
後
、
認
証
技
術
を
背
景

に
シ
ス
テ
ム
的
対
応
を
拡
大
し
た
い
。�

�
　�

�

　
問
　
外
郭
団
体
の
見
直
し
に
よ
り
、

赤
字
経
営
が
続
く
国
民
宿
舎
お
か
や

ま
桃
太
郎
荘
が
民
間
へ
再
委
託
さ
れ

る
が
①
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
募
集
の
状
況

は
②
市
の
投
資
は
③
成
否
の
判
断
基

準
は
。�

　
答
　
①
現
時
点
で
十
一
社
一
団
体

が
意
欲
を
示
し
て
い
る
②
短
期
償
却

が
可
能
で
収
入
増
が
確
実
な
改
善
策

に
限
定
し
た
い
③
ソ
フ
ト
面
で
の
改

善
で
黒
字
経
営
に
転
換
し
、
市
の
負

担
増
に
つ
な
が
ら
な
い
こ
と
が
判
断

基
準
の
一
つ
に
な
る
。�

���

　
問
　
通
称
「
交
通
バ
リ
ア
フ
リ
ー

法
」
の
適
用
を
受
け
る
市
内
六
駅
の

優
先
順
位
と
本
市
の
対
応
は
。�

　
答
　
岡
山
駅
は
、
総
合
的
な
駅
舎

改
修
の
議
論
の
中
で
解
決
が
図
ら
れ

る
と
考
え
て
い
る
。
そ
の
次
に
西
大

寺
駅
の
優
先
度
が
高
い
と
判
断
し
て

お
り
、
平
成
14
年
度
の
バ
リ
ア
フ
リ

ー
化
実
施
を
Ｊ
Ｒ
西
日
本
等
の
関
係

機
関
に
要
望
し
て
い
る
。�

���

　
問
　
郵
便
局
に
加
え
、
公
民
館
等

に
市
民
サ
ー
ビ
ス
窓
口
を
設
置
し
、

市
民
の
利
便
性
を
高
め
て
は
。�

　
答
　
郵
便
局
へ
の
窓
口
設
置
は
、

市
民
の
利
便
性
向
上
や
市
の
コ
ス
ト

軽
減
だ
け
で
な
く
、
郵
政
側
に
新
た

な
需
要
を
生
む
こ
と
に
な
る
。
今
後
、

公
民
館
や
農
協
へ
も
利
用
時
間
帯
等

を
工
夫
し
な
が
ら
、
同
時
期
に
同
様

の
窓
口
設
置
を
進
め
て
い
き
た
い
。�

�������

　
問
　
都
心
居
住
の
促
進
を
図
る
に

当
た
り
①
対
象
と
す
る
年
齢
層
は
②

小
学
校
統
廃
合
と
の
関
連
づ
け
は
。�

　
答
　
①
三
十
歳
か
ら
四
十
歳
代
の

子
ど
も
を
産
み
育
て
る
働
き
盛
り
の

世
代
と
安
心
し
た
老
後
を
都
心
で
過

ご
し
た
い
世
代
を
考
え
て
い
る
②
小

学
校
の
適
正
規
模
に
は
ま
だ
余
裕
が

あ
り
、
統
廃
合
後
の
跡
地
を
都
心
居

住
の
観
点
か
ら
活
用
し
た
い
。
現
在
、

都
心
の
空
き
エ
リ
ア
に
は
、
二
万
人

が
広
い
住
環
境
の
中
で
居
住
で
き
る

と
の
調
査
結
果
が
出
て
お
り
、
こ
れ

を
目
標
と
し
て
い
る
。�

���

　
問
　
児
童
ク
ラ
ブ
の
①
現
行
二
十

人
以
上
の
認
可
条
件
を
緩
和
す
べ
き

で
は
②
認
識
と
今
後
の
方
針
は
。�

　
答
　
①
平
成
14
年
度
に
二
十
人
以

上
の
ク
ラ
ブ
が
設
置
を
完
了
す
る
見

込
み
か
ら
、
15
年
度
以
降
は
十
人
以

上
を
条
件
と
し
た
い
②
非
常
に
重
要

な
施
策
だ
が
、
発
展
途
上
と
認
識
し

て
い
る
。
今
後
、
一
学
区
で
の
複
数

設
置
、
小
学
校
以
外
の
施
設
の
活
用
、

担
い
手
の
問
題
等
を
含
め
、
大
き
な

政
策
分
野
と
位
置
づ
け
、
多
方
面
か

ら
検
討
し
て
い
き
た
い
。�

���

　
問
　
操
車
場
跡
地
を
中
心
に
し
た

西
部
地
区
の
ま
ち
づ
く
り
に
、
景
観

形
成
を
図
る
観
点
か
ら
、
都
市
計
画

法
上
の
規
制
策
を
取
り
入
れ
て
は
。�

　
答
　
市
民
と
協
働
で
建
築
物
の
用

途
や
高
さ
な
ど
の
制
限
を
細
か
く
定

め
る
地
区
計
画
制
度
を
、
用
途
地
域

見
直
し
と
あ
わ
せ
て
導
入
し
、
新
拠

点
に
ふ
さ
わ
し
い
魅
力
あ
る
街
並
み

の
実
現
を
図
り
た
い
。
ま
た
、
新
駅

北
地
区
は
、
今
後
、
土
地
区
画
整
理

事
業
実
施
の
確
定
段
階
で
市
街
化
区

域
に
編
入
し
、
用
途
地
域
を
定
め
、

あ
わ
せ
て
地
区
計
画
を
定
め
た
い
。�
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